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第９章 製図 

１ 図面の作成 

図面は給水装置計画の技術表現であり、工事施行の際の基礎であるとともに、給水装置の

適切な維持管理のための必須の資料であるので、明確、かつ容易に理解できるものとする。 

 
（１）図面は、給水する家屋等への給水管の布設状況等を図示するものであり、維持管理の技

術的な基礎的資料として使用するものである。 

 

図面の基本的な書き方 

①図面の規格 

ア 申込書へ印刷し提出する際は、B4 縦（ISO 216）とする。 

②縮尺 

ア 縮尺は、100 分の１、150 分の 1、200 分の 1 を基本とするが、大規模工事のため指定用紙内に収 

めることができない場合は、縮尺 500 分の 1 をもって作成する。 

  また、協議にて縮尺を決めることもできる。 

③文字 

  ア 文字は明確に書き、漢字は楷書とする。 

  イ 文章は左横書きとする。 

  ウ フォントは UD 書体を使用すること 

④平面図 

平面図には給水装置の他に建物の間取り配置及び大きさ、公道及び私道の区別、道路の幅、川幅、側

溝、舗装種別、歩車道の区別、公有地・私有地・共有地・水道用地の幅、境界線、配水管の口径、管種

等を一定の正しい縮尺により記入する。 

ア 方位は、北が図面の上方になるように表す。 

イ 道路及び側溝幅員、分岐位置、弁栓類には寸法（オフセット 3 点から測定）を記入する。 

ウ 長さの単位は全てｍ、口径の単位は mm を使用する。 

エ 配水管および給水管が 50mm 以上の場合は、口径別表示記号をもって記入する。 

オ 配水管及び給水管の管種、口径、寸法及び位置を記入する。 

カ 局部的に説明を加える必要がある場合は、詳細図を添付する。 

キ 50mm 以上の水道管より、配管を図に記入する。 

ク 既設給水管がある場合、給水管からの出水確認を記入する。 

⑤位置図 

位置図には、主たる道路、建物等を基準として、目標物を明示し、方位を記入する。 

ただし、縮尺は指定しない。 

⑥立面図 

立面図は通常 45 度の傾斜で縮尺は現実の寸法に関係なく判断しやすいように表し、各箇所に使用す

る管や水栓の種類、口径、管種を正確に記入する。 

⑦その他当該工事に必要となる事項は、全て記入する。 

⑧受水槽式給水の場合の図面は、直結給水部分（受水槽まで）と受水槽以下に分けて記入する。 
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２ 配・給水管の表示 

（１）管路 

（２）口径別 

（３）しゅん工図記入例 

（φ20ｍｍからφ40ｍｍ） 
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３ 配管図に用いる記号 

鋳鉄管記号 

（１）継手 
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（２）異形管 
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４ 給水装置工事図面作成例 

  給水装置工事図面（例－１） 

申 請 図 （新設工事） 

    位 置 図 
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給水装置工事図面（例－２） 
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給水装置工事図面（例－３） 
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給水装置工事図面（例－４） 
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給水装置工事図面（例－５）
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給水装置工事図面（例－６）
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給水装置工事図面（例－７） 
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給水装置工事図面（例－８） 

 


